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１－１．産業構造について

出典：内閣府「県民経済計算」

（１）実質県内総生産（平成25年度）

（２）産業別従業員割合（平成26年）
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（３）労働生産性の推移
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出典：総務省「平成26年経済センサス－基礎調査」

1)労働生産性＝名目県内総生産÷県内就業者。
2)指数は全国平均を100とした沖縄県の水準。
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（万人）

入域観光客数（右目盛）

外国人観光客数（右目盛）

観光収入（左目盛）

入域観光客数・観光収入の推移（年度）
（億円）

（S47年度）
56万人
324億円

観光客数は12.8倍増（H27FY/S47FY）
観光収入は16.5倍増（H26FY/S47）

昭和47年度 平成17年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

・入域観光客数 56万人 557万人 658万人 717万人 794万人

・観光収入 324億円（暦年） 4,057億円 4,479億円 5,342億円 －

・平均滞在日数（１人当たり） － 3.80日 3.83日 3.84日 －

・観光消費額（１人当たり） 73,132円（暦年） 72,421円（暦年） 68,062円 74,502円 －

・外国人観光客比率 2万人 14万人 63万人 99万人 167万人

（H26年度）
717万人
5,342億円
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１－３．主要産業の状況について＜観光の現状＞



〇 平成12年12月、オーストラリアのケアンズで開かれたユネスコの第24回世界遺産委員会で「琉球王国のグスク及
び関連遺産群」が世界遺産として決定・登録。

○ 「琉球王国のグスク及び関連遺産群」は、琉球が琉球王国への統一に動き始める14世紀後半から王国が確立し
た後の18世紀末にかけて生み出された、琉球地方独自の特徴を表す文化遺産群。

１－３．主要産業の状況について＜沖縄の世界遺産＞
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